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１ はじめに 

創価大学はアクティブ・ラーニ

ング（以下、AL）を積極的に導入

している。本事業に採択された

2014年度にはすでに、何らかの方

法（≒AL）で能動的な学習を促す

試みをする授業は珍しくなかった。

そこで、図1の取組概念図のように、

学年進行に応じて自らの学びを振

り返るアセスメント科目制度を導

入した。この科目の中でそれまでの学修成果を振り返り、自己成長記録として残すことで、学生は学

びのPDCAサイクルを意識するようになる。自身の学修を自己評価・相互評価する経験を通して形成

される能動的な学びの姿勢は、本学が目標とする「創造的人間」にとって欠かせない素養である。 
 

２ 良質なアクティブ・ラーニングの導入・普及 

本取組では、全学で実施している授業アンケートをもとに

①授業外学修時間1時間以上、②授業理解度80%、③能動的な

学習機会を認識した割合80%、の3条件を満たす科目を「良質

なAL科目」と定義している。この条件を満たすような授業を

設計するための2日間集中教員研修を学部ごとに実施し、4年
間かけて専任教員の9割以上が参加した。こうした取組の結果、

図2のようにALが行われている授業の割合は、取組開始時の

57.8%から83.5%、そのうち、良質なALが行われている科目

は、31.7%から57.6%へと大きく向上した。それに伴い、授業

外学修時間も増加しており、何らかのALを行っている授業に

ついては、取組開始時の56分から101分となった。 
 

３ 学習成果の可視化 

本学で導入したアセスメント科目によって、学生は4年間を通して少なくとも3回、自己の学びを振

り返り、自己評価する機会が提供されることになる。さらに、学生たちの自己評価を踏まえて、教員

はセメスターごとに、同僚会議と

呼ばれる改善検討会を行ってい

る。同僚会議を円滑に進めるファ

シリテーターの養成にも力を入

れ、30名の教員が2日間集中の研

修に参加した。実際、2019年度は

20セッションを開催し、延べ100
名以上の教員が参加している。同

僚会議を通じて授業改善に関す

る相互評価の機会を与え、教員側

の授業改善に対する意識の変革

を促している（図3）。 

図1 創価大学におけるAP事業の取組概念図 

図2 AL導入科目の割合とそれに伴う授業外

学修時間の増加 

図3 2つの相互評価活動による学修成果の可視化と改善の試み 
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金沢工業大学におけるＡＰ事業の取組の概要

学生の能動的な授業への参画と予習・復習を含めた正課外の学習の更なる充実の仕組みを構築し、

教育の質と総合的な教学マネジメントの質向上を図っていくことを目的とする。具体的には、学生の

能動的な学びを支援する新たなシラバスを構築し、正課教育と正課外教育を接続し、統合型アクティ

ブ・ラーニング（AL）のシステムを全学的に展開する。併せて学士課程全体を工学教育の世界標準に

なりつつあるＣＤＩＯ【Conceive（考え出す）、Design（設計する）、Implement（実行する）、Operate

（操作・運用する）の略で、この一連の流れを工学教育に導入する考え方】のフレームワークに照ら

し合わせ、ALが可能となる学習環境を整備する。また現行のポートフォリオを正課教育と正課外教育

の学修成果が可視化・分析できるように改善し、学生一人一人の学修達成度の確認と教育内容や方法

の改善をIRと組み合わせて実現する。 

アクティブ・ラーニング（ シラバスの構築）
本学が従来から実施してきたアクティブ・ラーニングを更に充実・加速させるため、正課と正課外

を密接に連動させる新たなシラバスとして、Web上で展開する「e-シラバス」を導入した。e-シラバス

には、授業の各コマで参考となる「e-ラーニング教材」、「教員が作成する配布資料」、「授業説明や

演習の教材ビデオ」などの教育情報や、その授業科目に関連する正課外活動の具体的な内容の紹介や

そこに参加する学生の成長や達成度を示す学生の紹介の掲載が可能となった。単なる事業計画だけを

示すものではなく、e-シラバスを通して、正課教育と正課外教育を連動させ、学生自身が大学で何を学

びたいか、そのために何をすべきかを常に考え、具体的な活動（学修）に落とし込めるシステムの整

備を行った。その効果として、e-シラバス導入以前と比較し、課外活動への参加率（37.9％→59.1％）、

一週間の授業外学修時間（14.2時間→25.4時間）、授業満足度（80.5％→85.6％）が向上した。 
学修成果の可視化（自己成長シートの導入）
学生の正課教育での成長や正課外教育の取組状況を蓄積して、学修成果を可視化できる「自己成長

シート」を導入した。自己成長シートから修学履歴や単位修得状況、学長褒賞、資格取得状況、課外

活動状況など、学修成果に関するデータが一覧でき、さらに各学科の教育目標に基づく「専門能力」

や自己評価による「人間力」の数値をレーダーチャートで可視化できる機能を追加した。e-シラバスや

学生の成果物を記録する既存のポートフォリオシステムとも組み合わせて、学生が自身の成長を認識

し、学びの意欲向上につながる仕組みづくりを構築した。

今後の展開について
本学では「学生が能動的に参画する授業（正課）」と「学生の興味・関心から参加する課外活動」

の相乗効果を狙いとして、「正課教育」と「課外教育」を並列に配置したフレームワークを構築して

おり、ALはそうした教育の軸となる役割を果たしている。AP事業の取組を通し、本学のALは大学内

だけで行うテクニカルな学びから、社会とどのようにつながっていくかを問う学びへと発展している。

今後も学びを通じて、学生にどのような人間力がついたか、どのように成長したかについて、学修成

果を評価していくことで、高校から大学への接続、大学から社会への接続までを視野に入れた教育シ

ステムの構築を進めていく。 
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